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なお、第一章の内容については Organometallics, 並びに J. Am. Chem. Soc., に公表、またさらに J. 
Chem. Soc., Dalton Trans, にも受理されている。第三章の内容については J. Chem. Soc., Dalton Trans,
に公表されている。第四章については J. Chem. Soc., Dalton Trans, に投稿予定である。 
 
以上のように本論文は有機金属化学、錯体化学の進歩に大きく貢献するものであると認め、博士
(工学)の学位に値するものとして合格と判定した。 
 
